
 

 

 

 

 

 

  

今年も「学生支援室だより」の季節となりました。今年は、九州地区国立大学法人障害者支援に

関する大学間連携プログラムを主催しました。詳細は別途ご紹介がありますが、障害学生支援は、

文部科学省が推し進める主要政策の１つです。本年 4 月には障害者差別解消法が改正され、民間事

業体においても合理的配慮の実施が義務化されました。国立大学ではすでに 8 年前から義務化さ

れており、更なる合理的配慮の啓発が求められています。引き続き関係各所の皆様におかれまして

は、学生支援室の活動に対しましてご理解とご協力のほどお願い申し上げます。 

 学生支援室長 藤瀬 昇 

《学生支援室の活動状況》 

■ 九州地区国立大学法人障害者支援に関する大学間連携プログラムを行いました 

8 月 21 日（水）、九州地区大学間連携プログラムが黒髪北キャン

パス（全学教育棟 1 階 C-101）で開催されました。本学の教職員と

九州地区国立大学の学生（大学院生を含む）、および教職員合わせて

41 名が参加しました。 

最初に、本学大学院教育学研究科の菊池哲平教授が「障害学生支援

の現状と課題」と題してご講演くださいました。障害学生支援体制や

大学授業のユニバーサルデザイン化、オンライン授業における障害学

生への配慮について、大変わかりやすく解説いただきました。 

続いて、尚絅大学こども教育学部の古田弘子教授より「聴覚障がい

者支援について」というテーマで講演がありました。熊本聾学校の山

田先生が手話を用いた動画を通じて、聴覚障がい者との関わりにおい

て知っておくべきことを詳しく解説されました。 

その後、パソコン文字通訳グループ「らん」の井上祐子先生が、地

域におけるノートテイクの取り組みについて講演し、続いて九州大学

基幹教育院の下中村武先生からは「大学におけるノートテイク」と題

したご講演がありました。ノートテイクのニーズや対象者、学生がノ

ートテイクを行う意義についてわかりやすくお話しいただきました。 

最後に、九州大学の学生が「ノートテイクとの出会いについて」と

題して、難聴に伴う実体験や大学での配慮、ノートテイクと出会った

ことでの授業の楽しさやその必要性について、貴重な声を届けてくれ

ました。 

講演後、講演者の下中村先生と井上先生にご指導いただき、希望のあった各大学の教職員及び学生に

対して障がい学生支援のためのパソコンテイク技術向上を目的として、IP トークを活用したグループワ
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ークを実施しました。本学の学生サポートサークルの学生たちが、他大学の学生や教職員へのサポート

に取り組み、参加者はノートテイクの基本を楽しく実践しながら学びました。また、ワークショップ終

了後には茶話会を開催し、参加者同士の交流を深める良い機会となりました。多くの方々にご参加いた

だきました。今後もこのようなイベントを通じて、さらに充実した学びの場を提供していきたいと考え

ています。 

 

■ 障がいのある（その可能性のある）学生のための就職セミナー 

 令和 6 年 10 月 11 日、株式会社資生堂 ピープル＆カルチャー本部ダイバーシティ採用・サポ

ートグループの方をお招きし、『企業が考える障がい者雇用』をテーマにオンラインで開催しまし

た。障がい者雇用で働いている方の業務内容やサポート体制などについて、詳しく紹介していただ

きました。参加した学生からは「自分の知りたい情報が得られた」「企業の障がい者雇用について

詳しく学べた」という感想が寄せられ、教職員からは「障がいをもった学生に就職先があることを

示し、自身にあった企業を前向きに検討するように、勇気づけることができる」といった感想をい

ただきました。本セミナーは次年度も継続して開催する予定です。是非、お気軽にご参加ください。 

 

■ 新しいキャンパスソーシャルワーカーのご紹介 

今年 4 月から、学生支援室のキャンパスソーシャルワーカーとして勤務しています。障

がいのある学生が学びやすい環境を整えるために、一人ひとりのニーズに寄り添いながら

サポートしています。皆さんが充実した大学生活を送れるよう努めて参ります。どうぞお

気軽にご相談ください。                    （精神保健福祉士/公認心理師 髙木由香） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本大学学生支援室  

場所：黒髪北キャンパス 全学教育棟１階 

開室時間：月～金 8:30～17:15（祝祭日を除く。） 

TEL：096（342）2765．2766 

HP: https://sien.kumamoto-u.ac.jp/ 

■◇■ サポートスタッフ募集!! ■◇■ 

学生支援室では、これまであったノートテイカーサークルの活動を拡大し、

様々な障がいへの支援が提供できる体制作りを進めています。名称を『学生

サポートサークル』へと変更して活動中です。サークルでは、サポートスタッ

フとして活動をしてくれる学生さんを募集していますので、バリアフリーマ

ップの作成やノートテイク、誰かのために何かしたいと思っている方、質問

からでも大丈夫です。下記までご連絡ください。 

https://sien.kumamoto-u.ac.jp/

